
 

川越街道ウオーク【Ⅱ】東武練馬駅から和光市駅まで 

 

計画 

歩行距離 約９ｋｍ 

集合場所 東武東上線東武練馬駅南口改札口 

集合時間 午前９時４５分 

第２回 東武練馬駅から和光市駅 

実施日 ２０１９（H３１）年４月１７日（水） 天候 曇り  暖かい 22℃位か 

参加者 折本 文夫、前北 勝司、中田 信義、伊藤 泰弘、中島 征雄  計 ５名 

ＧＰＳデータ 

歩行距離： ７．４ｋｍ。全体所要時間： ２時間５３分。移動時間： ２時間１５分。停止時間： ３８分。 

移動平均速度： ３．２９ｋｍ/h。全体平均速度： ２．５７/ｋｍ/ｈ。  累計歩行距離： １９．３ｋｍ。 

 

 東武練馬駅を９時２９分に出発。右の通りを左折、 

 

街道に出た右角一帯が下練馬宿「本陣大木家跡」で街道側に「川越街道 下練馬宿」解説板がある。 

     

                                           P.1 



 

川越街道 下練馬宿 

 川越街道は板橋宿から分かれ、江戸城から川越城を結ぶ道として整備されました。ここ北町は、練 

馬区唯一の宿場町として栄え、現在も商店街が続いています。この辺りは上宿と呼ばれ、本陣（大木 

家）があり、また、徳川五代将軍綱吉が将軍になる前に脚気にかかり、下練馬村に御殿を建て移り住 

んでいました。大根が脚気によく効くという事から、尾張から大根の種を取り寄せ、土地の百姓金兵 

衛に作らせ、綱吉は大根を喜んで食べ、脚気も良くなりお城の帰りました。    

将軍になった綱吉は、大木金兵衛に大根を献上させ大名に振る舞って自慢した事から、練馬大根の 

名がたちまち日本中に知れ渡ったそうです。 

            旧川越街道の歴史を活かしたまちなみ協定 北町旧跡研究会 

 

４０ｍ程先、右側に「本陣跡地緑地」（昨年１１月の下見時には無かった）には「下練馬宿」の解説板、練馬大根の 

モニュメント（下練馬献上大根碑）があり、公園として整備されていた。 

   

 

                                                                 P.2 



 

 

  

   

街道を進むと、、又別の「川越街道 下練馬宿」の解説板があった。街道の商店街を進み、新大宮バイパス（国 

道１７号線）の上を越え、５分程歩くと国道２５４号線（現・川越街道）に合流する。 

豊島園通りを渡り、その先、ケヤキが聳える一郭の一番手前に「庚申塚」石塔がある。（１０：０６）道標を兼 

ね、「右 川古江」「左 登古呂澤」と刻まれ、川越と所沢への分岐であることがわかる。 

                                 P.3 



 

               

 ５・６ｍ先の車道側に「R２５４ 本郷から１３ｋｍ 日本橋から１６．２ｋｍ」の標柱がある。 

 

すぐある信号交差点を渡って直進すると「下赤塚駅」が右手にある。国道の左側を約１０分（７５０ｍ程）進

むと小林商店たばこ屋があり、その前に台座に載せた細長い自然石の「庚申塔」がある。（１０：１２）裏側に「萬

延元年庚申蝋月再建」と刻まれている。（注：萬延元年１８６０年） 

                                           P.4 



 

    

  

 

〖注』直ぐ先の赤塚新町三丁目の交差点を左に幅広い道路を５００ｍ程行くと「光が丘公園」があり、トイ

レや休憩所がある。 

 

成増二丁目信号で国道を右側に渡り坂を下って行くと右に「赤塚交番」、前に「歩道橋」がある道の脇の覆 

屋の下に２基の石造物、その左脇に「小治兵衛窪庚申尊」の標柱が建っている。（１０：２１）天明３年（１７８３） 

の浅間山噴火と飢饉の犠牲者の供養の為に建立されたものだ。窪と呼ばれるだけに一段低い場所にある。 

  

小治兵衛窪の地名については、次のような伝説がある。 

『昔ここを流れていた百々向（すずむき）川に一本の丸木橋が架かけられていた。とてもさびしい場所で 

毎晩にように強盗が出没し通行人から恐れられていた。ある朝、立派な橋が架けられていて、橋のてすりに 

                                            P.5 



 

「たくさん悪いことをしたので、罪ほろぼしにこの橋を造る。 小治兵衛」と書かれた木札が下げられてい

た。その後は便利になったばかりか強盗も出なくなった』というもの。 

 

２基の石造物のうち、向かって右は「第百七拾週年記念碑 庚申講一同」、左は下部に三猿が浮き彫りさ 

れ、青面金剛が座った姿の珍しい庚申像である。その２基の石造物の間に解説板がある。 

  

庚申塔 

庚申（かのえさる）の日に、近隣の人々が集まり豊作や健康を祈る行事を庚申待という。この供養に立て 

たのが庚申塔である。 

この塔の正面には六手を持った青面金剛が陽刻してある。手に弓矢、宝剣を持ち、頭髪は上指して三猿の 

上に座っている。坐像彫刻は比較的珍しい塔である。右面には武州豊嶋郡狭田領上赤塚村とあり、左面には 

天明三癸卯（みずのとう）年二月吉日と刻んである。庚申様は道祖神として交通安全や町内安全の守り神と 

もなっている。 

このあたりは「小治兵衛久保」という地名で呼ばれていた。また、「橋を作ってくれた盗人小治兵衛」の民 

話が残っている。この民話と共に古くから残る庚申塔は一度は松月院に永代供養を依頼した時期もあったが、

成増南町会周辺の数少ない史跡として、再びこの地に安置し、町民の心の支えとして、末永くお祭りするこ

とにした。 

           昭和六十三年一月吉日  成増南町会氷川神社管理運営委員会 

   

   

   

国道は上りとなり、成増信号交差点（右に入ると成増駅）を過ぎ、次の信号辺りから下りとなり、りそな

銀行、そしてハンバーグ＆ステーキの BigBoyの先の信号で、国道は坂を下っていくが、旧道は国道に沿う 

道で、しばらく台地上を進み、続くケヤキ並木の先で急に下る。これが新田坂（しんでんざか）で、坂の途

中、左に「新田坂の石造物群」がある。ここで休憩。（１０：３８～４７） 
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新田坂（しんでんざか）の石造物群 

 この案内板の前の坂道は、江戸時代の川越街道です。板橋宿の平尾（板橋三丁目 ）で中山道と分かれた

川越街道は、上板橋や下練馬の宿を経て川越城下へ通じていました。 

ここに保存されている石造物四基は、新田坂周辺から集められたものです。 

道祖神は、区内唯一のもので、文久三年（１８６２）に建立されました。もともとは、八坂神社の入口付近に 

ありました。 

常夜燈は、文政十三年（１８３０）に建立されたもので、成増二丁目３４番地の角に立っていたようです。「大 

山」と刻まれていることから道標も兼ねていたのでしょう。川越街道と分かれて南へ向かう道は、土岐田方 

面へ通じていました。 

稲荷の石祠と丸彫りの地蔵は造立年代は不明ですが、どちらも大切に保存されています。 

昭和五十九年度、四基の石造物は区の有形文化財に登録されました。 

                    平成十一年三月   板橋区教育委員会 

 

すぐ下の左手の国道との間の小高くなったところに「八坂神社」がある。 

   

 新田宿（しんでんじゅく）と八坂神社 

 板橋宿の平尾（板橋三丁目）で中山道と分かれた江戸時代の川越街道は、上板橋宿、下練馬宿を経て、白 

子宿へ向かいます。 

八坂神社の右手の道が当時の川越街道で、この付近は、白子川へ下るための大きく曲がった急坂（新田坂 

という）になっていました。                               P.7 



 

新田坂から白子川の間は、新田宿と呼ばれた集落で、対岸の白子宿から続いて街道沿いに発達していまし 

た。昭和の初期には、小間物屋や魚屋、造り酒屋などが軒を連ねていました。 

 八坂神社は、京都の八坂神社を勧請したといわれ、「天王さま」とも呼ばれています。御祭神は素戔嗚尊と 

稲田比売命です。元々は現在地よりやや南側にありましたが、昭和八年（１９３３）の川越街道新道（国道 

二五四号線）工事の際に移されました。 

                  平成十一年三月       板橋区教育委員会 

 

 

新田宿を進むと右手に古い家があり、「おーてーて つーないでー」で知られる童謡「くつが鳴る」や「叱 

られて」を作詞した「清水かつら」が関東大震災で疎開し、この辺りに５３歳で亡くなるまで住んでいた。 

  

 その先の白子川に架かる白子橋の欄干両側に「くつが鳴る」に歌詞一番・二番を記した銅板のプレートが

取りつけられている。 

   
                                            P.8 



 

 

白子橋を渡ると白子宿で、信号交差点までが下宿。交差点を左折すると中宿で、県道１０９号線を渡り、大 

阪を上った上までが上宿で、白子橋から白子坂上までが白子宿である。白子は古くは新羅からも渡来人の里 

であった。元々「白子」は「新羅」の転訛と言われる。この先「新倉」、「志木」、「新座」と渡来人に由来す 

る地名が多くなる。 

   

 白子橋を渡った右側に白子宿下宿本陣の新坂家がある。信号を左折し７０m 程の右側の道の奥に鳥居が見 

える。「熊野神社」である。境内の公園で昼食。（１１：００～４０） 

   

                                          P.9 



 

  

   

熊野神社 縁起 

 □御縁起（歴史） 

天平宝字二年（７５８）、朝廷は我が国に渡来した新羅の僧たちを武蔵国に移して新羅（志楽木）郷を作った。 

白子の地名は、この新羅から転訛したものといわれており、戦国時代の文書の中には「白子郷」の名が見え 

る。熊野神社は、白子の鎮守さまとして栄えてきた。発祥は不明であるが、社伝によるとおよそ一千年前と

いわれている。 

 祭神は、伊弉冉命（いざなぎのみこと）、健御名方命（たけみなかたのみこと）、速須佐男命（はやすさお 

のかみ）、速玉男命（はやたまおのかみ）、事解男命（ことさかのおのかみ）、倉稲魂命（うかのみたまのみこ 

と）とされ、また境内神社として、冨士嶽神社、國平神社がある。 

 中世、熊野信仰は、全国的に武士や民衆の間に広まった。 

 熊野神社が、いつの時代にこの地に祀られたかは想像の域を出ないが、熊野信仰の本拠である紀伊國（現 

和歌山県）那智山に伝わる那智中世文書の中にある天文年間（１５３２～５４）ごろの「武蔵国檀那書立」の中に 

「しらこ庄 賀物助 庄 中務丞」という記述があり、当時の白子ではかなり熊野信仰の布教が進んでいた 

と推察される。（後略） 

 

熊野神社の境内の右には、頂上に富士浅間神社の祠がある「富士塚」がある。 

   

  

富士塚は高さ１２ｍ、直径３０ｍもあり、２ヶ所の登山口があり登る。高さ１２ｍ（４階の高さ）の山頂まで 

登ったら、息が切れた。今まで登った富士塚では一番の高さ、大きさであった。      P.10 



 

 神社の隣に「神瀧山清瀧寺不動院」がある。天台宗の高僧慈覚大師円仁が山中の自然湧水を見て、清涼な 

霊気を感じ、当地に一宇を建立したのが始まりといわれる。熊野神社の境内の左奥に不動院の「乃木大将修 

行の瀧」がある。立ち入り禁止であったので見ることは出来なかった。  

   

乃木大将修行の瀧  

日露戦争（明治３７年２月～明治３８年９月）において、ロシア帝国が太平洋艦隊の母港としていた旅順港の 

撃滅が日本の命運を決すると言われていました。乃木大将指揮する日本軍は、壮烈なる激戦の末、ついに旅 

順要塞を攻略し、太平洋艦隊撃滅された。 

乃木大将は、旅順への出陣に先立ち、不動院本堂に一週間の参籠。この瀧に打たれ修行を行い『知者不惑』 

の扁額を残し出陣されました。今も本堂にその扁額が祀られ、不惑の文字に、その当時の乃木大将の心境が 

偲ばれます。 

又、日露戦争を決意された宰相の桂太郎（第十一・十三・十五代内閣総理大臣、陸軍大将）も、不動の瀧 

に打たれ不動明王に祈願されました。瀧行を頭上から静かに見守って下さる不動明王は、二人の祈願に大い 

にお応え下されたと伝えられています。 

  

本堂の前面上には、「山瀧神」の金文字の額が懸けられ、「太郎書」とある。本堂の左下には「桂太郎総理 

大臣」の軍服姿の写真が額入りで置かれ、写真下に「日露戦争を勝利に導いた宰相 本堂正面入口上に“神 

瀧山”の扁額奉納」と記されている。 

そして、その反対側には「乃木将軍」の軍服姿の写真が額入りで置かれ、写真下に「日露戦争における旅

順攻撃への出陣を前に本堂に篭り不動の瀧に打たれ修業、『知者不惑』の扁額を残し出陣」と記されている。 

不動院の徳川家との繋がり。家康が本能寺の変の際、自分の危機を救った伊賀忍者たちに、白子の土地を 

与え、徳川家の警護の任を与えたという。白子の不動院は伊賀忍者の監督を務めるようになった。中宿本陣 

富沢家の「富沢家文書」には、天正十九年（１５９１）、旧上・下白子村をはじめ８ヵ村の領地が伊賀忍者１０８ 

人に俸禄として与えられた旨が記されている。不動院の境内には胎内巡りができる洞窟があり、又、日本最 

初の国営養魚場があった。 

   

                                          P.11 



 

街道は県道１０９号線と交差する。交差点の右手前の角にある富沢薬局と和光白子郵便局が「中宿本陣跡富 

沢家」である。又、この交差点が中宿と上宿との境で、街道は「大坂」を曲がりながら登って行く。坂のを 

登りかけた途中右手の黒々とした格子の母屋、大きな土蔵ののある旧家は、「左和屋」という屋号で雑貨商を 

営んだ「富沢家」である。宿場の面影を残したいる。 

   

          

   

 

右にカーブした先の左側に「大坂ふれあいの森」の看板があり、湧き水とその湧き水をもたらす武蔵野台 

地の十数万年の地層を観察でき、貴重な植物を育む森として保護されている。 

   

   

                                           P.12 



 

   

  

坂は左から右にカーブし登り続ける。途中の左手に「上宿本陣芝崎家」が、右手に「旅籠川越屋」があっ 

たあったと言うのだが判らない。 

台地上を進むと平らで、すぐに「笹目通り」にぶつかる。旧道は笹目通りを横切り直進する。 

今日は寄らないが、機会があったら行ってみたい「白子城山」。 

【白子城山】笹目通りを右に行き、東武東上線を越えた先の右側にある白子小学校の周辺は城山と呼ばれ、 

中世の城館跡とされる。学校周辺の発掘調査で堀跡とみられる溝が数条見つかった。（城山遺跡） 

永正元年（１５０４）の立河原の戦いに先立って、山内上杉顕定軍が白子に１５日間布陣したとされる。白子 

城山はこのときの陣城、あるいはすでにあった城館を陣に取り立てたものとも考えられるが、確証はない。 

    

  

 笹目通りを渡るとなだらかな下りとなる。「くらやみ坂」と言う。坂を下りた所の右側に新しい立派な門の 

屋敷がある。「代官屋敷」と呼ばれていた所で、旗本酒井家の代官を勤めた豪農「柳下家」の邸宅である。そ 

の先に古い門と土蔵がある古い家があり、ここも柳下家である。そういえば、笹目通りの北角に柳下技研（株） 

があった。この辺は「柳下」が多い。 

 

少し先、上り坂の途中左に和光市消防団第６分団倉庫があり、横の道を入った先に「武蔵御嶽神社」があ 

る。いわくありげなので寄ってみる。 

    

第６分団倉庫の向かいに「伯楽製鋲所」があり、門を入った右側の祠の中に石造光背型坐像形「馬頭観世

音」がある。顔が三面に向いている。（１２：０４）                                P.13 



 

   

 

   

馬頭観世音 

 馬頭観世音は頭上に馬の顔が刻まれた観音で、怒った顔をしている。 

 光背型坐像形の馬頭は市内唯一のものである。 

銘文は「上岡村写、天下泰平国土安穏 当村馬持中在々諸村馬持中 文化十五戌寅季四月大吉辰」と記され 

ている。 

 建立は文化十五年四月（１８１８年）で、近郷近在の馬持ちにより、現在の東松山市上岡の妙安寺にある馬 

頭観世音を模して造られたものである。 

 馬頭観世音は本来畜生道の救済のための観音で、馬や牛の守り神として祀られた。また、馬が怪我をして 

倒れたところとか、病気で死んだ路傍に馬の霊を祀るために建てられたものである。 

こうしたことから、交通安全を願う意味にも解せられたり、なかには道しるべの役目をしたものもある。 

牛・馬を使っての交通運輸が唯一のものであった当時には想像もつかない苦労があったものと思われる。 

これら動物は、それに対する愛情によって像として刻され、神仏を符合させ、そして守護されていったの

である。 

       昭和五十四年六月十五日 和光市教育委員会 

                   和光市文化財保護委員会 

  

『上岡写』とあるので、後日東松山市上岡の馬頭観音を訪ねたが、扉が閉ざされ、馬頭観音を  P.14 



 

拝見することは出来なかった。                                   

 

武州上岡 馬頭観世音 （２０１９（Ｈ３１）年４月２８日参詣） 

  

  

上岡観音の信仰と祭 （抜粋） 

東松山市上岡の慈雲山妙安寺の境内に、馬頭観音としては関東地方随一の霊場といわれる上岡観音がある。 

今から８００年前の文治年間（鎌倉時代）瑞慶和尚によって福聚庵として当地に創建されたのが、この観音

の起こりだと伝えられている。そして、武州上岡妙安寺馬頭観音縁起には「この瑞慶和尚は、源氏の大将義

経が牛若丸といった頃京都の鞍馬山で一緒に文を学び道を修めた人であり、安置され祀られている馬頭観世

音菩薩は瑞慶和尚の作で黄金の尊像が刻み込まれている。この尊像はその昔藤原氏に伝わり、霊験あらたか

な観音として尊崇されて来たものであった。そして、蝦夷征伐の折に坂上田村麻呂が、平将門追討の折には、

平貞盛が、又陸奥の乱を鎮める為に頼義・義家が何れもこの尊像を奉じて出陣し、見事その役目を果たした

のであった。やがて義家は東国鎮護の為、この尊像を陸奥の国司秀衡に与えた。やがて頼朝挙兵するや、秀

衡はこの尊像を義経に授けて鎌倉に下らせ、義経はこれを奉じて京に上り、義仲を討って入洛し瑞慶和尚に

会ったが、長くこの尊像を手中におくことは恐れ多いことだといって瑞慶和尚に授けたのである。 

 ところが、やがて義経は兄頼朝の不信をかい、鎌倉を追われて再び陸奥に落ちのびていった。このことを 

伝え聞いた瑞慶和尚は、早速尊像を奉じて義経の後を追った。そしてこの地までくると、観音様が夢枕にた

ちここに止まるようにと告げたという。そこで瑞慶和尚はこの近くに居住していた範義の助けを借りて福聚

庵を創建し、尊像を腹籠として祀った」と記されている。 

 こうして上岡観音は、江戸時代より軍馬の守り観音・農家の馬の観音として信仰を集め、やがて旧陸軍の

騎兵隊、馬車、バクロウ、競馬界の人々等から崇められ「上岡観音を参拝しない馬持は、ウマカッタといっ

てはならない」とさえいわれた。 

 毎年二月十九日の上岡観音の縁日には絵馬市がたち、先祖伝来の筆法で描いた肉筆の絵馬が売り出される。

昔はアシゲ・カゲ・クリゲ・アオ・トチクリゲ・トチカゲ・ツナの七種の馬の絵馬であったが、戦後は牛の 

絵馬が多くなった。 

 この絵馬を描く人々をトンヤともいったが、この人達と売る人達とが集まって講をつくり、これを絵馬講

といった。昔は総勢２００人程であった。                          P.15 



 

祭り当日には近郷近在は勿論、関東一円、信州・甲州から東北一帯から人々が参詣にやって来た。信者は

講をつくって信仰を続け、大いに賑わった。（後略） 

原文：前東松山市文化財保護委員長 清水 清 

  

街道を２００ｍ程進むと県道１０９号線に合流し、その先の「東京外環自動車道」を横断し、旧街道から分か

れ、駅への最短道を通る。今日のゴール東武東上線和光市駅には１２時２２分到着。 

  

 

 

 今日はここまで。 
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